



集』半紙本十五冊がある。文久元年（一八六一）から文久二年（一八六二）にかけて書写されたもので、写しとしてはさ程古くはないが、狂言台本として八十四曲を収めるほか餅酒などの小舞も書きとどめ いる。 内容を調査すると、「是ハ此隣の者て御座る」 （心奪ほか）のように「あたり」を「隣」の字を用いて記す鷺仁右衛門派の特徴を持ち、台本としては『鷺賢通本 に酷似するものであることが判明した。したがって、 『日本古典全
　
狂言集』上中下（朝





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に都へ登た事ハ御座ないか人の咄を聞に広海道をさへ行ハ疑か無と申程に先此道を登 る是ハ都近くと見へて殊の外賑合かに成た去ハ社都へ登り付たハ扨も〳〵奇麗な家作哉此如中能そふにひつしり 建並た事ハ中〻田舎なそにハ御座て社扨某 仏師と相談を 仏 作
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縄をなふ間に誰殿の方の様子を咄てお聞せ申ませういや申誰殿ハ男の事 御座るに依左様にも存せぬか鬼の女房にハ鬼神かなるとやら申か定御座るあの女房衆ハわゝしい人て御座り升る先あれへ参て見まするに髪と申せはいつ結ふ 儘しややら薄の穂をみだいた様にはつ〳〵と致 れまし わめかれまする顔ハ二タ目と見られた物てハ御座りませぬ
　
笑




























































































































































































































































































































































































































































































































のの事ても御座らぬ 哥の手にはを何かと被 たに依少 打擲致て御座る
　
夫を殊の外腹を立られ押
付是へおし寄 参らるゝと 程に 御用心 遊 ひたならハ能ふ御座り升う
　
別に深しい事も御座る
舞程に構すとも置せられい
　
さ様でハ御され共若怪我
か御座れハ如何て御坐る程に平に御用心を遊ひたならハ能ふ御座り升う
　
此方の何かと仰らるゝ程に夫ならハ
用心を致升う是へ寄て拵て被下い
　
心得て御坐
る申此方も是へ来て手伝て被下い
　
心得升た
拵ハ能ふ御座るか
　
大方能ふ御座る
　
申迄ハ御座らぬか
随分防て被下い
　
心得て御座る
シテ　　
抑是ハ。花山の僧正遍
（ママ）
照とハ。我事也
謡切カイザホヲロシタテヽ 持
　　　
皆〻
三拾六人の歌よみともハ。〳〵皆家〻の哥を
あらそひ。哥仙す こそ。 しきなれ
　
人丸　
其中に人丸
皆〻
其中に人丸進ミ出て。ほの〳
〃
〵見れば花山の僧
正遍
（ママ）
照ハ。馬よりおりて。腰いたけれ共人丸に渡り
合むつと組ハかれもくみ是も組くんすくまれつ哥よみ共ハ。〳〵ミな腰おれとそ成にける
（近藤愛）
（終）
